
３
　
住
　
宅

多
い
東
京
か
ら
の
移
住
者

東
京
に
吸
引
さ
れ
、
東
京
か
ら
あ
ふ
れ
で
た
人
た
ち
は
、
周
辺
の
都
市

に
殺
到
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
三
年
に
総
理
府
が
お
こ
な
っ
た
住
宅
統

計
調
査
に
よ
る
と
、
三
十
九
年
か
ら
四
十
三
年
ま
で
の
五
年
間
に
、
横

浜
市
内
の
現
在
の
住
宅
に
移
転
し
た
世
帯
は
二
八
万
一
、
〇
九
〇
世
帯

で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
の
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
一
〇
万
一
、
二

二
〇
世
帯
は
市
外
か
ら
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
三
九
・
六
パ
ー
セ

ン
ト
は
東
京
都
区
部
か
ら
移
っ
て
き
た
人
た
ち
で
あ
る
。
と
く
に
こ
の

期
間
に
持
家
に
入
居
し
た
市
外
か
ら
の
移
住
者
の
五
二
パ
ー
セ
ン
ト
は
、

東
京
に
住
ん
で
い
た
人
た
ち
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
横
浜
市

住
宅

周
辺
部
の
港
北
区
・
緑
区
・
旭
区
・
戸
塚
区
で
と
く
に
い
ち
じ
る
し
い
。

こ
の
た
め
、
年
間
三
万
戸
を
こ
す
住
宅
が
建
て
ら
れ
て
も
、
少
な
か
ら

ぬ
部
分
を
市
外
か
ら
の
移
住
者
に
し
め
ら
れ
、
横
浜
市
民
の
住
宅
事
情

は
、
い
っ
こ
う
に
改
善
さ
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
移
住
し
て
く
る
多

数
の
世
帯
の
た
め
、
住
宅
や
宅
地
に
た
い
す
る
需
要
が
高
ま
り
、
市
民

は
地
価
の
騰
貴
と
家
賃
の
上
昇
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

民
営
借
家
が
急
増

市
内
の
住
宅
を
、
そ
の
所
有
関
係
別
に
み
る
と
、
持
家
が
四
九
パ
ー
セ

ン
ト
、
給
与
住
宅
（
社
宅
な
ど
）
が
八
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
借
家
が
四

二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
借
家
の
中
で
は
、
民
営
の
借
家
が
大
部

分
で
八
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
る
。
住
宅
の
増
加
率
で
は
、
持
家
が
高

い
地
価
の
た
め
伸
び
ず
三
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
給
与
住
宅
が
五
一
パ

ー
セ
ン
ト
、
公
営
借
家
（
市
営
住
宅
・
公
団
住
宅
な
ど
）
が
二
一
パ
ー

セ
ン
ト
、
民
営
借
家
が
六
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
民
営
借
家
の
急
増
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
労
働
者
に
と
っ
て
は
、
好
ま
し
く
な
い

面
の
多
い
給
与
住
宅
が
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
高
い
増
加
率
を
し
め
し
た

こ
と
は
、
住
宅
を
あ
た
え
る
こ
と
を
労
働
条
件
に
し
て
い
る
企
業
の
多

い
こ
と
を
し
め
し
、
そ
れ
だ
け
、
横
浜
の
住
宅
事
情
の
き
び
し
い
こ
と
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ゆ
た
か
な
環
境
づ
く
り

を
も
の
が
た
っ
て
い
る
。

建
て
方
別
に
住
宅
を
み
る
と
、
一
戸
建
が
五
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
長
屋
建

が
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
共
同
住
宅
が
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
い
ぜ
ん
と

し
て
一
戸
建
が
過
半
を
し
め
て
い
る
が
、
昭
和
三
十
八
年
に
た
い
す
る

四
十
三
年
の
増
加
率
で
は
、
一
戸
建
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
長
屋
建
一
二

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
共
同
住
宅
一
〇
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
共
同
住
宅
化

か
急
速
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
を
建
築
時
期
別
に
み
る

と
、
共
同
住
宅
の
八
六
パ
ー
セ
ン
ト
は
三
十
一
年
以
降
に
建
て
ら
れ
た

図2－12　1m2当り分譲価格

も
の
で
、
こ
れ
は
、
三
十
年
代
の
高
度
経
済
成
長
政
策
に
よ
っ
て
、
人

や
産
業
が
首
都
圏
に
集
中
し
、
土
地
が
取
得
難
と
な
っ
た
た
め
、
宅
地

の
利
用
度
を
高
め
よ
う
と
し
た
結
果
と
思
わ
れ
る
。
つ
ぎ
に
共
同
住
宅

を
階
数
別
に
み
る
と
、
九
一
パ
ー
セ
ン
ト
は
二
階
建
で
あ
り
、
そ
の
う

ち
の
大
部
分
は
、
木
造
の
民
営
借
家
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
横
浜
で
は
木
造
二
階
建
民
営
借
家
が
、
市

民
の
一
般
的
住
居
形
式
と
し
て
、
広
く
根
を
お
ろ
し
つ
つ
あ
る
と
い
う

こ
と
が
わ
か
る
。

図　2－13　3.3m2当り家賃
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狭
く
な
っ
た
民
営
借
家

民
営
借
家
を
畳
数
別
に
み
る
と
、
一
番
多
い
の
は
、
台
所
・
便
所
な
ど

の
設
備
を
専
用
す
る
設
備
専
用
の
共
同
住
宅
で
は
、
九
畳
以
上
一
二
畳

未
満
の
も
の
、
設
備
共
用
の
も
の
で
は
、
そ
れ
よ
り
規
模
の
小
さ
い
六

畳
以
上
九
畳
未
満
の
住
宅
で
あ
る
。
増
加
率
で
は
、
設
備
専
用
・
共
用

と
も
、
九
畳
以
上
一
二
畳
未
満
の
住
宅
が
最
高
で
、
設
備
専
用
住
宅
で

は
一
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
設
備
共
用
住
宅
で
も
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
、

こ
の
ク
ラ
ス
の
民
営
借
家
が
急
ピ
ッ
チ
で
伸
び
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

昭
和
三
十
八
年
の
住
宅
統
計
調
査
で
は
、
圧
倒
的
多
数
を
し
め
て
い
た

四
・
五
畳
一
間
、
ま
た
は
六
畳
一
間
の
住
宅
に
か
わ
っ
て
、
六
畳
と
四

・
五
畳
、
ま
た
は
四
・
五
畳
二
間
と
い
っ
た
、
よ
り
広
い
住
宅
に
た
い

す
る
需
要
が
高
ま
っ
て
き
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

畳
数
の
増
加
は
、
押
入
れ
な
ど
の
収
納
部
分
や
出
入
口
の
土
間
を
切
り

つ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
一
戸
あ
た

り
の
延
面
積
で
は
、
三
十
八
年
に
く
ら
べ
る
と
減
少
し
、
設
備
専
用
の

も
の
で
は
、
三
一
・
〇
三
平
方
メ
ー
ト
ル
、
設
備
共
用
の
も
の
で
は
一

五
・
五
五
平
方
メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
た
い
し
、
公
営
借
家

は
三
九
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル
、
給
与
住
宅
四
四
・
八
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、

持
家
七
二
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
民
営
借
家
と
そ
の
他
の
住
宅
、

住
宅

表2－49　部屋数，畳数調べ
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と
く
に
持
家
と
は
、
設
備
や
住
宅
を
取
り
ま
く
環
境
を
別
に
し
て
、
規

模
の
面
だ
け
を
み
て
も
ま
す
ま
す
そ
の
格
差
が
増
大
し
て
い
る
。

低
所
得
者
の
た
め
に

一
方
、
市
内
に
は
、
住
宅
難
世
帯
が
一
〇
万
一
、
四
三
〇
世
帯
あ
る
。

そ
の
内
訳
は
、
間
借
一
万
九
、
三
一
〇
、
非
住
宅
居
住
九
、
〇
〇
〇
、

老
朽
で
建
替
を
要
す
る
も
の
七
三
〇
、
大
修
理
を
要
す
る
も
の
二
、
二

八
六
、
二
人
で
五
畳
未
満
な
ど
狭
小
過
密
七
万
一
〇
四
戸
で
あ
る
が
、

狭
小
過
密
住
宅
の
じ
つ
に
八
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
民
営
借
家
が
し
め
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
所
得
階
層
ご
と
に
、
そ
の
居
住
し
て
い
る
住

宅
を
み
る
と
、
公
営
住
宅
に
入
居
資
格
の
あ
る
月
収
四
万
円
未
満
の
低

所
得
層
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
借
家
住
ま
い
を
し
て
い
る
。
こ
の
割
合

は
、
昭
和
三
十
八
年
に
は
六
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
か
ら
、
地
価
の

高
騰
、
建
設
費
の
上
昇
と
と
も
に
、
高
所
得
者
は
持
家
に
、
低
所
得
者

は
水
準
の
低
い
民
営
借
家
に
と
い
う
傾
向
が
、
年
々
、
き
わ
だ
っ
て
き

て
い
る
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、
市
は
、
低
水
準
の
民
営
借
家
し
か
利
用
で
き
な
い
低
所
得
者

の
住
環
境
を
改
善
し
、
安
定
さ
せ
る
た
め
、
市
営
住
宅
の
建
設
、
不
良

住
宅
地
区
の
改
良
、
持
家
を
希
望
す
る
人
た
ち
の
た
め
に
は
、
積
立
分

譲
住
宅
の
建
設
、
長
期
低
利
の
建
築
資
金
融
資
な
ど
各
種
の
事
業
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。

市
営
住
宅
は
、
す
で
に
建
設
さ
れ
、
入
居
し
て
い
る
も
の
一
万
一
、
〇

八
七
戸
、
現
在
建
設
中
の
も
の
一
、
〇
六
〇
戸
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
二

Ｄ
Ｋ
以
上
で
、
ふ
ろ
場
・
水
洗
便
所
・
台
所
な
ど
が
あ
り
、
設
備
の
と

と
の
っ
た
も
の
で
、
民
間
の
同
規
模
の
住
宅
に
く
ら
べ
て
、
家
賃
は
二

分
の
一
以
下
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
近
、
応
募
率
、
と

く
に
二
種
住
宅
に
た
い
す
る
応
募
率
が
低
下
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と

し
て
は
、
現
行
の
入
居
基
準
の
う
ち
、
収
入
に
関
す
る
部
分
が
、
実
状

に
あ
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
最
大
の
理
由

は
、
そ
の
立
地
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

市
営
住
宅
に
は
、
建
設
費
だ
け
で
、
一
戸
あ
た
り
約
一
五
〇
万
円
か
か

る
。
こ
れ
に
、
土
地
の
取
得
費
と
造
成
費
を
加
え
る
と
、
市
周
辺
部
の

土
地
の
安
い
と
こ
ろ
に
建
て
て
も
約
二
八
〇
万
円
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
に
た
い
し
、
国
か
ら
は
、
建
設
費
の
補
助
が
あ
る
が
、
土
地
に
は

補
助
金
は
な
く
、
融
資
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
市
営
住
宅

一
戸
あ
た
り
約
二
〇
〇
万
円
以
上
の
市
費
を
支
出
し
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
一
方
、
家
賃
は
、
第
一
種
住
宅
で
約
八
、
〇
〇
〇
円
、
第
二
種
住

宅
で
約
五
、
五
〇
〇
円
程
度
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
ど
う
し

ゆ
た
か
な
環
境
づ
く
り
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て
も
、
地
価
の
安
い
と
こ
ろ
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
、
市

営
住
宅
は
、
市
の
中
心
部
か
ら
遠
く
は
な
れ
た
、
交
通
の
便
の
悪
い
所

に
建
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
利
用
者
に
し

て
み
れ
ば
、
せ
っ
か
く
安
い
家
賃
の
住
宅
に
は
い
っ
て
も
、
多
額
の
交

通
費
を
必
要
と
す
る
よ
う
で
は
、
む
し
ろ
、
高
い
家
賃
で
あ
っ
て
も
、

自
分
の
職
場
に
近
く
、
交
通
費
の
あ
ま
り
か
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
の
方
が
経

済
的
で
あ
る
の
と
、
も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
市
営
住
宅
に
入
居
資

格
の
あ
る
低
所
得
者
の
多
く
は
低
賃
金
の
た
め
に
残
業
を
必
要
と
し
た

り
、
二
交
替
・
三
交
替
の
勤
務
を
す
る
必
要
上
、
職
場
に
近
い
と
こ
ろ

に
住
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
居
住
地
の
か
ぎ
ら
れ
た
人
た
ち
で
あ
る

た
め
、
不
便
な
と
こ
ろ
に
建
て
ら
れ
る
市
営
住
宅
は
敬
遠
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
四
十
三
年
の
住
宅
統
計
調
査
報
告
か
ら
、
住

宅
の
所
有
関
係
別
・
通
勤
時
間
別
世
帯
数
を
み
て
み
る
と
、
通
勤
時
間

が
三
〇
分
未
満
の
世
帯
は
、
民
営
借
家
に
居
住
す
る
も
の
は
三
一
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
、
持
家
に
居
住
す
る
も
の
は
一
七
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
公

営
借
家
に
居
住
す
る
も
の
は
七
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
職
住
近
接
と
い

う
面
で
は
民
営
借
家
が
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
、

高
家
賃
・
低
水
準
と
い
う
悪
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
営
借
家
が
い

ぜ
ん
と
し
て
高
い
需
要
に
支
え
ら
れ
て
い
る
理
由
が
あ
る
。
し
た
が
っ

住
宅

て
、
こ
れ
か
ら
の
市
営
住
宅
は
、
通
勤
に
便
利
な
と
こ
ろ
、
職
場
に
近

い
と
こ
ろ
に
建
設
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
地
価
が
高
い
の
で
、
一
戸
あ
た
り
の
用
地

費
を
減
ら
す
た
め
、
住
宅
を
高
層
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ

に
は
現
行
の
建
設
費
補
助
制
度
の
も
と
で
は
、
市
費
の
負
担
の
み
ふ
え

て
、
困
難
が
多
い
。
そ
こ
で
、
手
は
じ
め
に
市
街
地
や
、
交
通
至
便
の

地
に
あ
る
既
存
の
木
造
平
家
建
市
営
住
宅
を
建
て
替
え
、
高
層
化
し

て
、
収
容
戸
数
を
増
し
、
よ
り
多
く
の
市
民
が
、
市
営
住
宅
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
、
市
が
管
理
し
て
い
る
市
営
住

宅
一
万
一
、
〇
八
七
戸
の
う
ち
、
木
造
平
家
建
住
宅
が
三
、
三
〇
八
戸

あ
る
。
こ
の
う
ち
、
法
定
耐
用
年
数
の
な
か
ば
を
す
ぎ
た
も
の
が
二
、

二
七
九
戸
、
一
三
団
地
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
五
階
建
の
住
宅
に
建
て
替
え
、
収
容
戸
数
を
従
来
の
二
倍
以
上
に
す

る
計
画
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
市
街
地
に
散
在
し
て
い
る
交
通
局

用
地
な
ど
の
上
空
を
利
用
し
て
市
営
住
宅
を
建
て
、
職
住
近
接
を
は
か

っ
て
い
く
方
針
で
あ
る
。
一
方
、
戦
後
二
五
年
た
っ
た
現
在
、
終
戦
直

後
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
は
古
く
な
り
、
建
て
直
す
必
要
の
あ
る
も
の
も

多
く
な
っ
て
い
る
。
最
近
の
調
査
で
は
、
過
去
五
年
間
に
建
て
ら
れ
た

持
家
の
一
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
建
替
で
あ
る
が
、
な
か
に
は
資
金
が
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な
い
た
め
に
、
老
朽
不
良
住
宅
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
持
家
、
家
主
に
建

て
替
え
る
意
志
の
な
い
借
家
も
多
数
あ
る
。
そ
こ
で
、
市
で
は
こ
れ
ら

の
住
宅
が
集
ま
っ
て
い
る
不
良
住
宅
地
区
を
再
開
発
し
、
道
路
・
公
園

な
ど
の
公
共
施
設
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
住
環
境
を
改
善
す

る
住
宅
地
区
改
良
事
業
を
三
十
五
年
か
ら
お
こ
な
っ
て
い
る
。

い
ま
ま
で
に
六
地
区
の
改
良
を
や
り
、
五
二
四
戸
の
改
良
住
宅
を
建
て

た
。
現
在
は
鶴
見
川
の
河
川
敷
を
占
拠
し
て
い
る
不
良
住
宅
を
取
り
除

い
て
、
鶴
見
川
を
改
修
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
住
環

境
を
改
善
す
る
た
め
に
、
一
八
〇
戸
の
改
良
住
宅
を
建
築
中
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
持
家
を
希
望
す
る
市
民
の
た
め
に
、
建
築
助
成
公
社
を
通

じ
て
長
期
低
利
の
資
金
融
資
を
お
こ
な
い
、
ま
た
、
住
宅
供
給
公
社
を

通
じ
て
一
般
分
譲
・
積
立
分
譲
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
中
小
企
業
従

業
員
の
た
め
に
、
厚
生
年
金
還
元
融
資
に
よ
る
厚
生
年
金
住
宅
を
建
て

て
い
る
。

四
十
四
年
度
ま
で
に
建
築
助
成
公
社
の
建
築
資
金
融
資
を
受
け
た
住
宅

は
一
、
八
二
〇
戸
に
達
し
、
住
宅
供
給
公
社
の
分
譲
し
た
住
宅
は
、
一

般
分
譲
三
一
七
戸
、
積
立
分
譲
六
六
四
戸
で
あ
る
。

厚
生
年
金
住
宅
は
、
四
十
四
年
度
ま
で
に
三
二
事
業
所
の
従
業
員
の
た

め
に
一
五
〇
戸
、
二
八
の
室
を
建
設
し
た
。

食
い
荒
ら
さ
れ
て
い
る
横
浜

横
浜
市
内
に
は
、
過
去
五
年
間
に
一
五
万
八
、
一
〇
〇
戸
の
住
宅
が
建
築

さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
の
約
四
割
は
な
ん
ら
か
の
形
で
国
の
資
金
の
は
い

っ
て
い
る
政
府
施
策
住
宅
で
、
残
り
約
六
割
が
民
間
自
力
建
設
住
宅
で

あ
る
。
各
種
政
府
施
策
住
宅
の
な
か
で
は
、
公
団
住
宅
が
も
っ
と
も
多

く
、
昭
和
四
十
年
か
ら
四
十
四
年
ま
で
の
五
年
間
に
二
万
三
、
六
〇
七

戸
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
数
は
、
東
京
を
除
く
六
大
市
中
最
高
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
住
宅
を
建
て
る
た
め
に
、
宅
地
開
発
も
盛
ん
に
お
こ

な
わ
れ
、
旧
住
宅
地
造
成
事
業
に
関
す
る
法
律
お
よ
び
宅
地
造
成
な
ど

規
制
法
に
よ
る
宅
地
造
成
の
申
請
件
数
は
、
過
去
五
年
間
の
平
均
が
年

間
約
六
〇
〇
件
で
、
開
発
面
積
は
年
間
約
八
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
す

る
。
宅
地
率
を
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
宅
地
の
大
き
さ
を
一
六
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
（
約
五
〇
坪
）
と
す
れ
ば
、
毎
年
二
万
五
、
〇
〇
〇
件
の
宅

地
造
成
が
申
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

地
域
的
に
み
る
と
、
戸
塚
・
瀬
谷
・
保
土
ヶ
谷
・
旭
・
港
北
・
緑
・

南
・
港
南
な
ど
の
周
辺
部
の
区
に
開
発
が
集
中
し
、
こ
の
八
区
だ
け
で
、

全
市
の
約
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
急
激
な
開

発
に
よ
り
、
市
街
化
が
無
秩
序
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
は
、
優
良
緑
地

地
域
の
荒
廃
・
が
け
く
ず
れ
・
河
川
の
は
ん
ら
ん
な
ど
の
原
因
と
な
る
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表2－51　宅造申請件数と申請面積

だ
け
で
な
く
、
都
市
計
画
を
混
乱
さ
せ
、
一
方
、
公
共
投
資
の
遅
れ
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
必
要
な
施
設
を
欠
い
た
不
完
全
な
住
宅
地
を
つ
く

り
だ
し
て
い
る
。
市
民
生
活
を
ま
も
り
、
便
利
に
し
、
豊
か
に
す
る
の

が
自
治
体
の
仕
事
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
新
開
発
地
も
、
い

ず
れ
は
市
の
責
任
で
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
た
め
の

多
大
な
財
政
需
要
は
、
市
の
財
政
を
破
た
ん
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
四
十
五
年
六
月
十
日
か
ら
都
市
計
画
法
に
も
と
づ
い
て
、
市

街
化
を
抑
制
す
る
市
街
化
調
整
区
域
を
設
定
し
た
が
、
す
で
に
広
範
囲

に
開
発
が
お
こ
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
現
在
で
は
、
て
お
く
れ
の
感
も
あ

る
。
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